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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成24年4月26日(2012.4.26)

【公開番号】特開2009-267378(P2009-267378A)
【公開日】平成21年11月12日(2009.11.12)
【年通号数】公開・登録公報2009-045
【出願番号】特願2009-67466(P2009-67466)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｄ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６９０　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月13日(2012.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陽極と陰極と、
　該陽極と該陰極との間に挟持され少なくとも発光領域を形成する層を含む積層体と、か
ら構成され、
　該発光領域を形成する層に、以下に示す（ａ）と（ｂ）とがそれぞれ少なくとも一種類
含まれることを特徴とする、有機発光素子。
（ａ）下記一般式［１］又は下記一般式［２］で示される第一の有機化合物
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【化１】

（式［１］において、Ｒ1は、置換あるいは無置換のアルキル基である。Ｒ2は、置換ある
いは無置換のアルキル基、置換あるいは無置換のアラルキル基、置換あるいは無置換のフ
ェニル基又は置換あるいは無置換の２つの環が縮合した芳香族基である。Ｒ3及びＲ4は、
それぞれハロゲン原子、置換あるいは無置換のアルキル基、置換あるいは無置換のアラル
キル基、置換あるいは無置換のフェニル基、置換あるいは無置換の２つの環が縮合した芳
香族基又は置換あるいは無置換の複素環基である。ａは、０乃至６の整数である。ａが２
以上のとき複数のＲ1は同じであってもよいし異なっていてもよい。ｄは、０乃至４の整
数である。ｄが２以上のとき複数のＲ4は同じであってもよいし異なっていてもよい。ｂ
は、０乃至３の整数である。ｂが２又は３のとき複数のＲ2は同じであってもよいし異な
っていてもよい。ｃは、０乃至３の整数である。ｃが２又は３のとき複数のＲ3は同じで
あってもよいし異なっていてもよい。Ｘは下記一般式［Ａ］で示される置換基である。
【化２】

（式［Ａ］において、Ｒ8乃至Ｒ10うち少なくとも２つは置換あるいは無置換のアルキル
基であり、それ以外の置換基は水素原子である。Ｒ8乃至Ｒ10は、それぞれ同じであって
も異なっていてもよい。）
　式［２］において、Ｒ5は、置換あるいは無置換のアルキル基である。Ｒ6は、置換ある
いは無置換のアルキル基、置換あるいは無置換のアラルキル基、置換あるいは無置換のフ
ェニル基又は置換あるいは無置換の２つの環が縮合した芳香族基である。Ｒ7は、ハロゲ
ン原子、置換あるいは無置換のアルキル基、置換あるいは無置換のアラルキル基、置換あ
るいは無置換のフェニル基、置換あるいは無置換の２つの環が縮合した芳香族基又は置換
あるいは無置換の複素環基である。ａは０乃至６の整数である。ａが２以上のとき複数の
Ｒ5は同じであってもよいし異なっていてもよい。ｂは、０乃至３の整数である。ｂが２
又は３のとき複数のＲ6は同じであってもよいし異なっていてもよい。ｅは、０乃至９の
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整数である。ｅが２以上のとき複数のＲ7は同じであってもよいし異なっていてもよい。
Ｘは式（Ａ）で示される置換基である。）
（ｂ）下記一般式［３］又は下記一般式［４］で示される第二の有機化合物
【化３】

（式［３］において、Ｒ11は、ハロゲン原子、置換あるいは無置換のアルキル基、置換あ
るいは無置換のアラルキル基、置換あるいは無置換のアリール基又は置換あるいは無置換
の複素環基である。ｆは、０乃至１６の整数を表す。ｆが２以上のとき複数のＲ11は同じ
であってもよいし異なっていてもよい。式［４］において、Ｒ12は、置換あるいは無置換
のアルキル基、置換あるいは無置換のアラルキル基又は置換あるいは無置換の複素環基で
ある。Ｒ13は、ハロゲン原子、置換あるいは無置換のアルキル基、置換あるいは無置換の
アラルキル基、置換あるいは無置換のフェニル基、置換あるいは無置換の２つの環が縮合
した芳香族基又は置換あるいは無置換の複素環基である。ｇは、０乃至９の整数である。
ｇが２以上のとき複数のＲ12は同じであってもよいし異なっていてもよい。ｈは、０乃至
１１の整数である。ｈが２以上のとき複数のＲ13は同じであってもよいし異なっていても
よい。）
【請求項２】
　前記Ｘがｔｅｒｔ－ブチル基であることを特徴とする、請求項１に記載の有機発光素子
。
【請求項３】
　青色発光することを特徴とする、請求項１又は２に記載の有機発光素子。
【請求項４】
　赤色画素と、緑色画素と、青色画素と、を有し、
　前記青色画素が、請求項３に記載の有機発光素子を有することを特徴とする、フルカラ
ーディスプレイ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
（式［１］において、Ｒ1は、置換あるいは無置換のアルキル基である。Ｒ2は、置換ある
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いは無置換のアルキル基、置換あるいは無置換のアラルキル基、置換あるいは無置換のフ
ェニル基又は置換あるいは無置換の２つの環が縮合した芳香族基である。Ｒ3及びＲ4は、
それぞれハロゲン原子、置換あるいは無置換のアルキル基、置換あるいは無置換のアラル
キル基、置換あるいは無置換のフェニル基、置換あるいは無置換の２つの環が縮合した芳
香族基又は置換あるいは無置換の複素環基である。ａは、０乃至６の整数である。ａが２
以上のとき複数のＲ1は同じであってもよいし異なっていてもよい。ｄは、０乃至４の整
数である。ｄが２以上のとき複数のＲ4は同じであってもよいし異なっていてもよい。ｂ
は、０乃至３の整数である。ｂが２又は３のとき複数のＲ2は同じであってもよいし異な
っていてもよい。ｃは、０乃至３の整数である。ｃが２又は３のとき複数のＲ3は同じで
あってもよいし異なっていてもよい。Ｘは下記一般式［Ａ］で示される置換基である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
【化２】

（式［Ａ］において、Ｒ8乃至Ｒ10うち少なくとも２つは置換あるいは無置換のアルキル
基であり、それ以外の置換基は水素原子である。Ｒ8乃至Ｒ10は、それぞれ同じであって
も異なっていてもよい。）
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　式［２］において、Ｒ5は、置換あるいは無置換のアルキル基である。Ｒ6は、置換ある
いは無置換のアルキル基、置換あるいは無置換のアラルキル基、置換あるいは無置換のフ
ェニル基又は２つの環が縮合した芳香族基である。Ｒ7は、ハロゲン原子、置換あるいは
無置換のアルキル基、置換あるいは無置換のアラルキル基、置換あるいは無置換のフェニ
ル基、置換あるいは無置換の２つの環が縮合した芳香族基又は置換あるいは無置換の複素
環基である。ａは０乃至６の整数である。ａが２以上のとき複数のＲ5は同じであっても
よいし異なっていてもよい。ｂは、０乃至３の整数である。ｂが２又は３のとき複数のＲ

6は同じであってもよいし異なっていてもよい。ｅは、０乃至９の整数である。ｅが２以
上のとき複数のＲ7は同じであってもよいし異なっていてもよい。Ｘは式［Ａ］で示され
る置換基である。）
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
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【化３】

（式［３］において、Ｒ11は、ハロゲン原子、置換あるいは無置換のアルキル基、アラル
キル基、アリール基又は複素環基である。同じであっても異なっていてもよい。ｆは、０
乃至１６の整数を表す。ｆが２以上のとき複数のＲ11は同じであってもよいし異なってい
てもよい。式［４］において、Ｒ12は、置換あるいは無置換のアルキル基、アラルキル基
又は複素環基である。Ｒ13は、ハロゲン原子、置換あるいは無置換のアルキル基、アラル
キル基、フェニル基、２つの環が縮合した芳香族基又は複素環基である。ｇは、０乃至９
の整数である。ｇが２以上のとき複数のＲ12は同じであってもよいし異なっていてもよい
。ｈは、０乃至１１の整数である。ｈが２以上のとき複数のＲ13は同じであってもよいし
異なっていてもよい。）
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　式［１］において、ａは、０乃至６の整数である。ａが２以上のとき複数のＲ1は同じ
であってもよいし異なっていてもよい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　式［１］において、ｂは、０乃至３の整数である。ｂが２又は３のとき複数のＲ2は同
じであってもよいし異なっていてもよい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００５５】
　式［１］において、ｃは、０乃至３の整数である。ｃが２又は３のとき複数のＲ3は同
じであってもよいし異なっていてもよい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　式［１］において、ｄは、０乃至４の整数である。ｄが２以上のとき複数のＲ4は同じ
であってもよいし異なっていてもよい。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　式［Ａ］において、Ｒ8乃至Ｒ10うち少なくとも２つは置換あるいは無置換のアルキル
基であり、それ以外の置換基は水素原子である。Ｒ8乃至Ｒ10で表される置換あるいは無
置換のアルキル基は、式［１］中のＲ1で表される置換あるいは無置換のアルキル基と同
様である。Ｒ8乃至Ｒ10は、それぞれ同じであっても異なっていてもよい。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　式［５］において、Ｒ14乃至Ｒ17は同じであってもよいし異なっていてもよい。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　式［６］において、Ｒ18乃至Ｒ19は同じであってもよいし異なっていてもよい。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　式［２］において、ａは０乃至６の整数である。ａが２以上のとき複数のＲ5は同じで
あってもよいし異なっていてもよい。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　式［２］において、ｂは、０乃至３の整数である。ｂが２又は３のとき複数のＲ6は同



(7) JP 2009-267378 A5 2012.4.26

じであってもよいし異なっていてもよい。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　式［２］において、ｅは、０乃至９の整数である。ｅが２以上のとき複数のＲ7は同じ
であってもよいし異なっていてもよい。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　式［８］において、ｊは０乃至２の整数である。ｊが２の場合、複数のＲ23は同じであ
ってもよいし異なっていてもよい。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　式［８］において、Ｒ21乃至Ｒ23は同じであってもよいし異なっていてもよい。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　式［９］において、ｋは０乃至２の整数である。ｋが２の場合、複数のＲ25は同じであ
ってもよいし異なっていてもよい。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４１】
　式［４］において、ｇは、０乃至９の整数である。ｇが２以上のとき複数のＲ12は同
じであってもよいし異なっていてもよい。
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